青山荘　　フェイスシート

　　　　　　　　　　　　　　　　平成20年1月7日　担当：山田　忍

	入　所　者
	氏　名　　　　岩織　由美子　　　様　　　　　男・女
	昭和30年8月3日生（52歳）

	
	〒039-0003　　　八戸吹上6丁目8-3
	電話　自宅）0178-38-3820

携帯）090-9537-5876

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	　　　　　なし

	
	発症時期
	平成11年頃（44歳時）－うつ病

平成15年頃（48歳時）－非定型精神病平成15年頃（48歳時）－統合失調症
	罹 患 期 間
	　約8年

	
	入院回数
	1回
	延べ入院年数
	3ヶ月

	医療機関
	　青南病院（主治医　田名部医師）
	外来受診日
	毎週水曜日（週1回）

	医療区分
	社保（扶養）
	重度医療
	有・無

＊今後申請予定
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	20,000円
	精神（　級）

＊裁定・変更中

	経済状況
	基礎年金年金（1級）
	月額　　約8.3万円　　＋　家族援助　　　＊障害程度12月より変更

	障害程度区分
	　未審査
	負担上限
	
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	生活訓練施設「青山荘」

	住まいの場
	生活訓練施設「青山荘」、自宅(外泊時)

	入所年月日
	Ｈ19年12月6日
	身長
	158cm
	体重
	46kg

	最終学歴
	青森県立中央高校卒業（青森市）
	免許・資格
	普通自動車（1種）珠算（3級）

	職　歴
	就労先
	期間
	業務内容
	辞職理由
	

	
	三菱ふそう（事務員）

青森県庁　農林水産部（臨時）

企画振興部（臨時）

太田鉄筋（事務員）

富岡生命　八戸営業所（バイト）

遺跡発掘作業員　　　（バイト）
	（S49.4～S51.8）

（S52.5～S53.8）

(S54.4～S55.7)

（H2.12～H3.4）

（H11.4～H11.8）
	事務員

事務員

事務員

事務員

保険外交員

雑務
	他者からいじめられた


出産の為

仕事内容が大変であった

体調不良となった（抑うつ気分）
	

	保　護　者
	氏　　名　　　岩織　健　　様　　　　　　　続柄　　夫　　（同居　・否）

	入所目的（本人、家族より）

・身の回りのことを自主的に行えるようになりたい。

・家族や他者に迷惑を掛けないように相手を気遣える生活がしたい。

・夫や娘との関係性が悪く距離を空けた状態で生活訓練を行い、良好にしたい。

	入院・治療歴　（初診日：平成11年8月-類家内科）

	期間
	入・通院
	医療機関
	病名
	その他

	H11.12.8
H15.5.26
H15.9
H15.10
H19.12.12
	～
～
～
～
～
	H15.4

H15.8.30

H15.10.25

H19.11.29

現在
	通院

入院

通院

通院

通院
	八戸市立市民病院

松平病院

松平病院

八戸市立市民病院

青南病院
	うつ病

非定型精神病

非定型精神病

統合失調症

統合失調症
	＊医療保護入院

	生活歴

青森市にて出生。高校卒業後は三菱ふそうに事務職として入職するが、同僚からいじめを受けたことで胃潰瘍を患い2年程で退職。その後半年程実家で生活しながら就職活動をし、青森県庁農林水産部に臨時職員として勤める。2年半程努めるが、S54,現在の夫と結婚し退職（24歳時）。S56に娘を出産。出産後、夫は単身赴任する形となり一人で子育てするが、娘が中学生になると、同級生からいじめを受け登校拒否（進学・卒業単位は取得）となり、その間娘からも暴力行為を受けていたこともある。H11.4～H11.8遺跡の発掘作業に参加する。この間、夏の暑さに体力を消耗し、期間途中で仕事を辞めている。その後からはっきりとした抑うつ気分変調（空虚感・困惑・意欲減退・易疲労・体調不全感など）を認める様になり、類家内科を受診するが、その後も症状は憎悪し、希死念慮も出現。その為八戸市立市民病院を受診、うつ病と診断される。通院することで序々に安定していたが、H15.4頃より夫や娘に対してよそよそしい言葉遣いをするようになり、話し掛けに対しても生返事や無反応となる。また、独語・空笑や、夫や娘の持ち物を隠すなどの行為も見られた。「夫からの暴力を受けている」と警察署、市役所に相談することや断薬、交通事故を起こしたことから、家族が当時の主治医に相談し、H15.5.26～H15.8.30松平病院にて入院加療を行う（この時点で病名を統合失調症に改定）。退院後は再び八戸市立市民病院にて外来通院を行いながら同病院デイケア通所を行う（週に2回）。外来では落ち着いた様子見られているが、夫・娘からは生活能力の低下・現実検討力の低下・自己中心的な言動の為に家庭内での生活が混乱していると主治医に相談し、また、浪費・生活リズムの乱れなどもあり、家族の精神的負担も大きいことから生活スタイルの見直しと生活技術向上の為H19.12青山荘入所となる。

	

	
	家族状況、家族との交流及び協力の程度（経済面も含めて）

夫→保護者であり、主支援者。外来受診にも時々同行しており、病気に対しての理解も一定程度有している。以前は本人の言動がストレスとなることも多く、暴力行為を行うこともあったとのことだが、現在は理解を示し、暴力行為などは一切ない。デーリー東北新聞社にて管理職として勤務。勤務終了時間は大体10：00～21：00頃で毎週木・日曜日が休日とのこと。

娘→主婦業を行いながら日中は自宅で生活する。本人との折り合いは悪質であり、本人との同居にも拒否的。

婿→三菱ふそう（整備士）に勤務している。本人との関わりは少ない。

義母→夫の母は根城で夫姉と同居している。（夫兄弟は5人）

夫の兄弟→長女以外は遠方に在住しており、殆ど交流はない。


平成20年1月7日（月）

	氏　名
	岩織　由美子様
	男・女
	生年月日
	昭和　30年　8月　3日（52歳）


	長期目標（中期・短期）

	長期目標　①対人技能向上を図り、家族の負担を軽減する。

②自宅における役割の作業能力拡大とセルフケア能力の向上を図り、家庭内での活動の習慣化を図る。

②単身生活が行えるように日常生活動作・生活リズム・服薬管理の確立を図り、継続する。

短期目標　1、自室清掃を定期的に行い、清掃技術の獲得を図る。

　　　　　2、服薬時間の一定化と定期的な通院

　　　　　3、青山荘入所者と適切な会話が行える。

　　　　　4、自発的に行える活動（趣味活動）を見つける。


	これまでの経過（前回評価日　　H　年　月　日）

	　平成19年12月6日青山荘入所している。

　活動性及び活動意欲の低下見られ、表情の変化や動作性も乏しい。日常生活動作は行えるが、端的であり、一般的な内容を行って頂くと、理解困難であり、行動時間が長くかかってしまう。

施設入所後は、新規入所者プログラム実施。生活リズムや活動においては職員より説明し、一緒に活動しているが、自己の見解で物事を認識してしまうことが多く、また、その場では理解してもすぐに内容を忘れ、行わないことが多い。職員より繰り返し説明を行い、本人にメモして頂くことや、職員より活動内容を示した書類を手渡すことを行うが、理解し難い様子であり、活動内容（目標）を絞り、毎日繰り返し説明と評価を行っている。

　現時点では、本人は青山荘入所目的を理解しておらず、外泊要求や退所希望も多く聞かれている。

＜日常生活＞

睡眠状況は就床（20：00）、起床（7:10）ともに安定しているが、職員からの声掛けがなければ夕食後直ぐに就寝してしまうことや朝食摂取時間より遅く起床すると考えられる。また、自宅での役割の能力向上を図るため、まず、清掃・布団収納技術の獲得を行う。清掃・布団収納作業は端的であり、巧緻性も低度。職員と方法を確認し、毎日振り返り（評価）を行うことで技術向上は図れている。また、セルフケア面に追おいても活動性低いが、入浴や洗顔は女性職員が定期的に状況把握している。職員が観察していなければ作業を直ぐに終了してしまうこともあり、職員が観察しない場合には時間を決め実施して頂いている。

＜余暇時の過ごし方＞

余暇時はテレビ鑑賞や読書をして過ごしているが、無為に過ごしていることが多い。プログラムでは、パズル、手芸、レクリエーションなどには関心を示している為、その様な活動も多く取り入れ、休日などは職員と一緒に外出（バス利用方法など）するなどして活動性を高める。今後デイケアを利用する際もその様な内容から意欲を高めていく。

＜対人交流＞

　「自分の行動をすべて他者（職員）に伝えてから行動する」「思い立てば直ぐに実行に移そうとする」特性がある。職員と確認・報告しなくても良い内容は繰り返し確認し、活動の時間は予め決定するが、改善は困難。他者との交流においても確認・報告が頻回に行われており、他者からの不満も見られている。余暇は自室にて過ごすことは少なく、他者と交流を持てる場所にいること多い。しかし、他者との交流は軽薄であり、会話も少ない。本人からは、「会話の話題が合わない」「話し掛け方が分からない」と理由を話しており、他者と会話できる環境作りと対人交流技術の向上を図る。

＜家族関係＞

　夫は積極的に受診同行するなど協力的。しかし、本人の言動がストレスとなり、言動に対し厳しく注意することも多い。また、入所後も家族は本人に対しての支援行動（物品購入や送迎）多く、現在本人の生活技能向上や意識向上を目的とし、青山荘入所していることを家族とも確認し、役割の検討（分担）を行っている。バス利用や買物なども職員と一緒に練習し、活動性の向上を図っている。今後更に活動性の向上を図りながら家族・施設の役割を明確にする必要がある。

＜デイケア利用＞

12月下旬よりデイケア見学・体験利用を行っている。今後デイケアを日中の生活の場所とし、施設規則の理解・対人交流技術の向上などを目的として今後（１月中旬）正式利用とする予定。今週～来週に家族のデイケア見学・説明を予定している。


	問題点
	介入方法
	支援期間

	家族関係について

・対人交流技能の獲得

　・家庭内における行動

や役割の決定
	○外泊訓練実施

・家族と外泊前に外泊時の留意点・目標を検討し、外泊後は本人の外泊時の状況に関しての振り返り及び課題点の抽出を行う。本人にもその場には立ち合って頂き、理解を深める。

　→現在の家族の不満

　　「行動を自己規制できない」　　食事を待つことが出来ない

　　「勝手に行動する」　　　　　　要らない物を次々購入する

　　「嘘をつく」　　　　　　　　　身体不調を訴え、活動しない等

・家庭内での課題はノートやチェックシートに記載し、次回外泊時の目標として設定する。外泊後は改善されたか否かを自己評価して頂く。

・家族との相談の上、外泊の頻度・日にちの調整を行う。現在は本人の外泊希望多く、家族も聞き入れている事多い。

○家族面談の実施

・定期的に家族面談を行い、外泊時または青山荘での生活状況の確認と情報交換を行う。

・青山荘での生活を家族に知らせる。（青山荘での取り組みと生活について－「経過連絡票」、青山荘での催しなど－「青山荘たより」）

○対人交流技能の向上

・SSTなどを活用し、会話の中に特定の条件を用いる。序々日常生活でも留意して頂くことで能力の向上を図る。（「相手の話を理解する為に、相手の話は一通り聞く」など）

・日常生活中に他者との会話が困難であれば、職員が仲介・話題提供する。

・確認行為は内容をノートにメモして頂き、1日の確認回数を数えて頂く。

○家族の障害受容

・本人に対する家族の関わり方（接し方）についての検討を行う。

　→家族の青山荘に対する訓練要求内容と青山荘職員の見解の見直し

→本人の障害部分の受容や役割分担などについて検討
	2ヶ月

	日常生活技能の獲得

・セルフケア

（入浴・洗顔など）

・掃除技術

・その他家事作業
	○青山荘での日課確認・技術獲得

・青山荘の生活へ適応していただく為、日常生活の説明を繰り返し行い練習を行って頂く。日常生活活動はチェック表を用い、その時間や自己評価を記載して頂く。

→記載忘れや適切に記入されていない部分も多く見られる為、職員からも細かくチェックする。

○技能習得する内容・目標を絞る

・本人が行うことを理解しやすい様に、主として行う訓練課題を少数に絞り実施する。（現在は、「自室清掃」「布団の収納」「入浴」）また、その内容に関しては毎日職員が評価を行う。

・定期的に振り返りを行い、技術向上が図れた時点で次の課題設定を行う）
	3ヶ月


修正プラン実施評価日： H　20年　4月　7日（月）　青山荘地域交流活動室
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H15.5～H15.8　（48歳）
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